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第
三
回
通
常
総
代
会
開
催

　
令
和
元
年
６
月
２１
日
、宇
都
宮
グ
ラ
ン
ド
ホ

テ
ル
に
て
本
組
合
の
第
三
回
通
常
総
代
会
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
加
藤
憲一組
合
長
理
事
の
あ
い
さ
つ
に
続
き
、

来
賓
の
皆
さ
ま
か
ら
祝
辞
を
い
た
だ
き
、大
平

康
市
氏（
那
須
町
）と
濱
野
英
一
氏（
上
三
川

町
）が
議
長
と
し
て
選
出
さ
れ
、議
事
に
入
り

ま
し
た
。

　
総
代
２
８
３
名
の
う
ち
、本
人
出
席
１
９
４

名
、書
面
出
席
85
名
の
慎
重
な
る
審
議
に
よ

り
、全
議
案
が
原
案
ど
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

▲開会を宣する槌谷寛副組合長理事

▲加藤憲一組合長理事によるあいさつ

▲栃木県農政部次長
　清水正則氏による祝辞

▲栃木県議会副議長
　金子裕氏による祝辞

▲関東農政局地方参事官
　辻淳悦氏による祝辞

▲栃木県農業会議会長
　國井正幸氏による祝辞

▲全国農業共済協会事務局長
　伊藤和幸氏による祝辞

▲議長団　大平康市氏（左）
　　　　　濱野英一氏（右）

平
成
30
年
度
事
業
報
告
書
、財
産
目
録
、貸
借
対
照

表
、損
益
計
算
書
及
び
剰
余
金
処
分
案
並
び
に
不
足

金
処
理
案
の
承
認
に
つ
い
て

第
１
号
議
案

令
和
元
年
度
事
業
計
画
並
び
に
収
支
予
算
の
決
定
に

つ
い
て

第
２
号
議
案

令
和
元
年
度
事
務
費
賦
課
額
及
び
賦
課
方
法
の
決
定

に
つ
い
て

第
３
号
議
案

役
員
、損
害
評
価
会
委
員
、損
害
評
価
員
、共
済
部
長

及
び
顧
問
弁
護
士
の
報
酬
決
定
に
つ
い
て

第
４
号
議
案

余
裕
金
預
入
先
金
融
機
関
決
定
に
つ
い
て

第
５
号
議
案

事
業
規
程
の一部
改
正
に
つ
い
て

第
７
号
議
案

栃
木
県
農
業
共
済
組
合
に
お
け
る
実
施
体
制
改
善
計

画
に
つ
い
て

第
８
号
議
案

農
業
共
済
事
業
に
基
づ
く
ニ
ー
ズ
調
査
に
つ
い
て

第
９
号
議
案

建
物
総
合
共
済
の
連
合
会
等（
組
合
）保
有
責
任
部

分
の一部
を
全
国
連
合
会
の
保
険
に
付
す
こ
と
及
び
こ

れ
に
伴
う
基
本
契
約
書
の
変
更
に
つ
い
て

第
10
号
議
案

事
業
資
金
の
借
入
金（一時
借
入
金
及
び
退
職
給
与
金

施
設
転
貸
福
祉
貸
付
借
入
金
を
除
く
。）限
度
額
、借

入
方
法
、利
息
の
利
率
及
び
償
還
方
法
決
定
に
つ
い
て

第
６
号
議
案
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2兆516億
6,565万6千円

合 計

特筆すべき被害令和元年度  基本方針

平成30年度 事業実績令和元年度 事業計画

建物共済

農作物共済（水陸稲）
農作物共済（麦）
死亡廃用共済 
疾病傷害共済 
果樹共済（なし）
畑作物共済（大豆）
畑作物共済（蚕繭）
園芸施設共済 
建物共済 
農機具共済 

共済目的
5,209,200ａ
857,300ａ
162,710頭
77,010頭
23,000a
160,000a
152箱

29,003棟
145,000棟
15,500台

引受目標
28,944,637千円
3,259,406千円
29,733,100千円
1,072,330千円
1,177,831千円
696,425千円
9,323千円

29,310,604千円
1,890,752,000千円
66,710,000千円

2,051,665,656千円

引受目標共済金額

　９月の台風２１号、１０月の台風２４
号の影響により、県内全域で水害・
風害等の自然災害が発生した。

法令遵守及びリスク管理の実践
　組織管理体制の強化とコンプライアンス・プログラ
ムの実践のため、役職員の研修と内部検査の適正実
施に努め、高い倫理観を共有し引き続き不祥事件の
未然防止に取り組む。

任意共済広域災害対応体制の確立
　任意共済「安心の未来」拡充運動に基づく提案型推
進を行い、補償の充実及び継続的な加入推進を図る
とともに、地震・自然災害などの広域災害に対応する
ため、全国農業共済組合連合会と連携する。

農業保険加入推進への取り組み
　農家のニーズ、有資格者の把握に努め、全ての農業
者に対し制度内容の周知徹底を図り、農業者が無保険
状態とならないよう加入推進に取り組む。

「安心の未来」拡充運動への取り組み
　役職員は農業者の経営改善アドバイザーとして、
農政や営農、税務の知識を幅広く身につけ、全ての農
業者に農業共済と収入保険を通じ安心の補償を提供
する。

共済金額（補償額） 支払共済金引受目標金額
0 100億 200億 300億 1兆9,000億700億

（円）

農作物共済（水陸稲）

畑作物共済（大豆）

死亡廃用共済

園芸施設共済

建物共済

農機具共済

農作物共済（麦）

果樹共済（なし）

畑作物共済（蚕繭）

289億4,463万7千円

32億5,940万6千円

11億7,783万1千円

6億9,642万5千円

932万3千円

293億1,060万4千円

1兆8,907億5,200万円

667億1,000万円

297億3,310万円

10億7,233万円

0100億200億300億1兆9,000億 700億
（円）

352億8,622万6千円

40億7,954万8千円

22億805万6千円

7億5,542万9千円

1,107万7千円

297億9,663万7千円

1兆8,471億1,888万円

676億7,733万円

80億6,284万5千円

215億1,246万8千円

6億1,441万円

0 2億 4億 6億 10億8億
（円）

1,590万7千円

1億8,831万8千円

2億1,981万9千円

9,930万1千円

92万円

4,539万8千円

17万4千円

2億7,116万2千円

9億1,323万8千円

（病傷）5億4,333万8千円

1億4,993万1千円

（死廃）9億2,908万4千円

園芸施設共済
　８月の突風、９月の台風２１号、１０
月の台風２４号の影響により、県央・
県南部を中心に県内各地で被害が
発生した。

農作物共済（麦）
　播種期の降雨により土壌湿潤害
が発生し、呼吸障害や栄養不足と
なったこと、冬季の低温と乾燥で有
効穂数が確保できなかったことな
どにより減収となった。

共済目的

農作物共済（水陸稲）
農作物共済（麦）

家畜共済（旧制度）

死亡廃用共済 
疾病傷害共済 
果樹共済（なし） 
畑作物共済（大豆）
畑作物共済（蚕繭）
園芸施設共済 
建物共済 
農機具共済 

6,350,411ａ
1,096,837ａ

56,854頭 
89,024頭
45,410頭
42,970ａ
173,761ａ
195箱

29,357棟
144,007棟
15,419台

引受

35,286,226千円
4,079,548千円

8,062,845千円 
21,512,468千円
614,410千円
2,208,056千円
755,429千円
11,077千円

29,796,637千円
1,847,118,880千円
67,677,330千円

共済金額 支払対象件数

15,906,966円
188,317,905円
929,083,591円
543,338,173円
219,819,017円
99,300,802円
919,910円

45,397,504円
174,000円

271,161,832円
913,237,852円
149,931,063円

支払共済金

324人
1,037人
5,379頭
43,507件
1,215頭
6,963件

4人
160人
1人

2,611棟
1,471棟
863台

死廃
病傷

合 計

畑作物共済（蚕繭）

園芸施設共済

建物共済

農機具共済

畑作物共済（大豆）

果樹共済（なし）

死亡廃用共済

農作物共済（水陸稲）

農作物共済（麦）

家畜共済（旧制度）

疾病傷害共済
疾病傷害共済
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 （
順
不
同
、
敬
称
略
） 

■
栃
木
県
農
業
共
済
　

　組
合
長
感
謝
状

宇
都
宮
市

相
野
沢
集
落
営
農
組
合

日
光
市

鶏
頂
山
生
産
組
合

大
田
原
市

八
木
沢
天
領
地
北
集
落

営
農
組
合

那
須
烏
山
市

興
野
集
落
営
農
組
合

（
順
不
同
、
敬
称
略
）

■
協
力
者
表
彰

上
三
川
町

野
沢
　 紀
夫

安
保
　 勝
己

上
野
　 一
男

田
﨑
　 幸
夫

中
里
　 一
雄

大
森
　 紀
夫

福
田
　 茂
夫

鹿
沼
市

高
橋
　 成
直

川
田
　 彦
隆

石
川
　 勝
己

藤
田
　
　 薫

松
﨑
　 幹
夫

小
林
　 隆
司

石
川
　 富
夫

松
原
　 悦
夫

石
川
　 賢
一

福
田
　 光
夫

湯
沢
　 通
有

高
橋
　 勝
男

斉
藤
　 喜
一

髙
橋
　 成
光

黒
田
　 新
造

桐
生
　 光
広

若
林
　 敬
志

岡
部
　 佳
友

髙
木
　 一
勲

小
林
　 俊
彦

中
村
　
　 博

福
田
　
　 弘

荒
川
　 和
男

矢
野
　 富
夫

駒
場
　 一
美

池
田
　 幸
男

石
川
　 哲
朗

真
岡
市

小
林
　
　 直

小
川
　 信
行

高
松
　 一
夫

増
渕
　 増
寿

大
塚
　
　 正

高
松
　
　 良

赤
上
　 光
正

黒
崎
　 高
典

野
沢
　 一
夫

小
川
　 徳
雄

中
村
　 榮
作

橋
本
　 修
一

水
沼
　
　 誠

大
根
田
　 浩

落
合
　 光
明

本
田
　 志
郎

鮎
田
　 昇
一

瀬
畑
　 靖
之

髙
嶋
　 純
一

深
谷
　
　 實

鈴
木
　
　 博

鈴
木
　 孝
志

上
野
　 文
男

野
原
　 壽
雄

伊
沢
　
　 学

益
子
町

石
沢
　 政
美

高
松
　
　 正

岩
原
　 謙
二

大
関
　
　 守

さ
く
ら
市

宍
戸
　 悦
雄

佐
藤
　 正
武

金
田
　
　 誠

渋
井
　 康
男

高
根
沢
町

谷
田
貝 

忠
市

篠
﨑
　 正
行

黒
内
　 俊
夫

和
地
　 次
弘

大
田
原
市

相
馬
　 勝
男

後
藤
　 和
巳

鈴
木
　 英
夫

青
木
　 六
郎

長
嶋
　 晟
一

八
木
澤
　 俊

鈴
木
　 了
一

関
屋
　 孝
一

那
須
塩
原
市

古
田
　 泰
人

田
辺
　 秀
夫

後
藤
　 照
夫

小
山 

喜
久
男

人
見
　 基
義

高
根
沢 

市
夫

常
世
　 良
一

那
須
町

星
野
　 政
夫

築
島
　
　 滋

那
須
烏
山
市

松
本
　 弘
之

渡
部
　 謙
治

戸
野
塚 

孝
史

生
井
　 俊
光

栃
木
　
　 博

北
島
　 達
夫

杉
山
　 正
一

野
木
町

石
塚
　 文
夫

大
草
　 邦
雄

田
村
　 秋
夫

栃
木
市

坂
本
　 忠
市

吉
羽
　 英
雄

石
川
　 幸
次

中
田
　 雅
夫

荒
川
　 文
男

黒
田
　
　 博

須
藤
　 保
夫

江
田
　 好
雄

大
島
　 一
郎

松
本
　 静
男

大
塚
　
　 明

小
倉
　 一
男

篠
原
　 康
夫

大
出
　 武
司

大
竹
　
　 勇

髙
杉
　 昌
夫

山
井 

正
一
郎

渡
邉
　 正
三

大
島
　 政
雄

久
保
　 行
雄

髙
崎
　 行
雄

田
村
　 満
雄

関
根
　 誠
一

大
島
　 良
一

大
貫
　 敏
治

足
利
市

川
島
　 紀
一

小
林
　 健
二

本
島
　 精
一

岡
村
　 嘉
文

鈴
木 

正
世
美

河
内 

陽
太
郎

穴
原
　 英
司

河
内
　 隆
樹

石
川
　 富
三

近
藤
　 光
子

加
藤 

晃
太
郎

須
藤
　 靜
一

（
順
不
同
、
敬
称
略
）

■
全
国
農
業
共
済

　協
会
長
賞

〈
建
物
共
済
の
部
〉

大
田
原
市

人
見
　 隆
弘

芳
賀
町

山
本
　 恭
男

塩
谷
町

吉
田
　 富
雄

さ
く
ら
市

小
菅
　 久
生

大
田
原
市

植
木
　 久
雄

那
須
塩
原
市

八
木
沢 

一
雄

菊
地
　
　 悟

那
須
町

常
盤
　 隆
道

那
須
烏
山
市

高
野
　 公
司

小
山
市

松
本
　 光
司

小
野
寺 

助
夫

栃
木
市

山
井
　 省
治

壬
生
町

山
井
　 一
男

佐
野
市

橋
本
　 良
巳

田
邉
　 康
吉

■
栃
木
県
農
業
共
済

　組
合
長
感
謝
状

下
野
市

舘
野
　 正
美

小
池
　 伸
言

上
野
　
　 薫

笠
原
　 利
夫

山
野
井 

耕
一

宇
都
宮
市

神
山
　
　 悟

鈴
木
　
　 孝

高
田
　 昌
美

池
田
　 順
一

加
藤
　 雅
也

峰
沢
　
　 諭

大
場
　 典
義

玉
生
　 正
行

松
本
　 幸
雄

斉
藤
　 幹
雄

饗
庭
　 孝
行

菊
地
　
　 脩

富
田
　
　 豊

藤
田 

栄
一
郎

増
渕
　 克
己

大
森
　 成
一

阿
久
津
　 愼

菊
池
　 恵
一

芝
野
　 弘
一

水
沼
　
　 勝

阿
久
津 

勝
男

竹
井
　 邦
夫

古
沢
　 一
明

野
澤
　
　 満

田
代
　
　 知

髙
山
　 英
治

小
堀
　 良
美

中
山
　 昌
司

池
田
　
　 学

髙
橋
　 博
美

青
木
　 孝
夫

山
野
井
　 健

橋
本
　 征
衛

森
田
　 浩
一

黒
川
　 尚
行

金
子
　 洋
一

川
島
　 昌
一

若
泉 

伊
佐
松

大
島
　 宣
明

川
津
　 房
義

宇
塚
　 陽
一

青
木
　 啓
之

日
光
市

花
輪
　 三
郎

青
木
　 正
行

金
田
　
　 元

秋
元
　 忠
男

大
島
　 一
秀

若
林
　 賢
三

若
林
　 明
夫

青
木
　 好
貴

斉
藤
　 義
博

阿
久
津 

徹
彦

栃
木
　 賢
二

手
塚
　 慶
光

福
田
　 英
司

柴
田
　 耕
作

阿
久
津 

和
義

阿
久
津 

勇
男

金
田
　
　 孝

福
田
　 和
久

福
田
　 浩
一

沼
尾
　 利
克

山
越 

多
喜
雄

野
村
　 克
典

高
山
　 初
一

星
野
　 弘
允

太
田
　 正
明

野
沢
　
　 進

横
山
　 茂
夫

茂
木
町

杉
山
　 由
春

見
目
　 清
司

湧
井
　 國
男

田
村 

利
志
夫

佐
藤
　 正
美

廣
木
　 孝
一

髙
津
戸 

則
男

生
井
　 道
夫

河
原
　
　 優

市
貝
町

久
保
　 一
孝

生
出
　
　 誠

佐
藤
　 孝
雄

岩
村
　
　 勇

芳
賀
町

大
根
田
　 保

小
林
　 博
昌

佐
藤
　 弘
親

黒
崎
　 文
雄

加
藤
　
　 勲

桜
井
　 宏
明

黒
崎
　
　 豊

野
沢
　 敏
章

鈴
木
　 辰
夫

矢
板
市

伊
東
　 稔
充

松
井
　 謙
二

佐
藤
　 庸
夫

塩
谷
町

斎
藤
　 岩
吉

斎
藤
　 正
之

木
村
　
　 茂

佐
藤
　 誠
一

大
鐘
　 則
夫

束
原
　 正
記

大
山
　 則
夫

森
島
　 伸
行

秋
元
　
　 博

加
藤
　
　 廣

久
郷
　 正
美

吉
葉
　
　 昇

中
山
　 粂
男

木
下
　 悦
男

茂
呂
　 孝
市

那
珂
川
町

小
堀
　 裕
一

深
澤
　 一
郎

和
泉
　
　 實

福
島
　 貞
三

下
野
市

鈴
木
　 正
光

後
藤
　 政
敏

峰
岸
　
　 昇

藤
沼
　 秀
男

海
老
原
　 貴

有
野
　 一
良

小
平
　
　 充

若
林
　 正
明

渡
辺
　
　 仁

小
山
市

高
谷
　 愛
介

竹
沢
　
　 清

間
中
　
　 保

田
中
　 久
雄

浅
見
　 照
明

古
河 

富
三
郎

中
島
　 敏
一

渡
辺
　 元
一

「
安
心
の
未
来
」

拡
充
運
動

優
秀
基
礎
組
織

農
業
共
済
事
業

功
労
者
等
表
彰

壬
生
町

松
本
　
　 完

赤
羽
根 

良
男

佐
野
市

山
根
　
　 栄

福
原
　 勝
夫

植
木
　 敏
夫

長
谷
川
　 博

須
永
　
　 一

横
堀
　 利
男

荻
野
　 茂
吉

島
田
　 秀
樹

田
邉
　 康
吉

慶
野
　 義
和

相
良
　
　 昇

秋
山
　 浩
一

川
路
　 貞
男

松
本
　 勝
一

齋
川
　 勝
利

川
田
　
　 進

松
本
　 信
行

櫻
井
　 久
介

金
子
　 庄
平

寺
内
　
　 滋

神
田
　 政
明

岩
上
　 良
雄

押
山
　 恒
夫

内
田
　
　 勇

石
川
　 広
行

森
　
　 江
作

山
田
　 文
雄

岩
崎
　 太
一

内
田
　
　 宏

亀
山
　 春
夫

川
田
　 芳
造

上
岡
　 榮
一

〈
農
機
具
共
済
の
部
〉

佐
野
市

佐
取
　 潤
一

■
関
東
地
区
農
業

　共
済
建
物
推
進

　協
議
会
長
賞

〈
建
物
共
済
の
部
〉

宇
都
宮
市

大
島
　 太
一

那
須
塩
原
市

大
野
　 重
信

〈
農
機
具
共
済
の
部
〉

鹿
沼
市

荒
川
　 和
男

栃
木
市

松
本
　 久
男

■
栃
木
県
農
業
共
済

　組
合
長
表
彰
状

上
三
川
町

古
口
　 雄
一

宇
都
宮
市

髙
瀬
　 恒
二

鹿
沼
市

星
野
　 和
彦

和
久
井 

和
一

石
川
　 芳
男

茂
木
町

町
井
　 信
夫

市
貝
町

小
松
　 紀
夫

宇
都
宮
市

竹
井
　 邦
夫

阿
部
　 正
和

上
澤
　 正
人

鹿
沼
市

飯
野 

日
出
夫

藤
田
　 公
博

真
岡
市

池
田
　 幸
一

野
澤
　 敏
明

益
子
町

太
田
　 正
明

矢
板
市

髙
野
　 文
雄

さ
く
ら
市

土
谷
　
　 彰

高
根
沢
町

小
林
　 栄
治

大
田
原
市

飯
塚
　 陽
一

蓮
実
　 盈
男

那
須
塩
原
市

後
藤
　 照
夫

那
須
烏
山
市

佐
藤
　
　 昇

栃
木
市

駒
場
　 文
夫

厚
木 

美
知
男

佐
山
　
　 卓

小
山
市

五
十
畑 

竹
男

佐
野
市

落
合
　 正
行

茂
木
　 春
男

足
利
市

河
内
　
　 靖

　
令
和
元
年
７
月
２３
日
、芳
賀
支
所
で
開
催
さ
れ
た
第
二
回
事
業
推
進
大

会
の
席
上
に
て
、平
成
３０
年
度
事
業
功
労
者
等
表
彰
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
受
賞
さ
れ
た
方
々
に
心
よ
り
の
祝
意
と
感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。

事
業
功
労
者
等
表
彰

任
意
共
済
事
業
表
彰
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総
代
の
役
割
っ
て
？

　
農
業
共
済
組
合
の
最
高
意
思
決
定
機
関
で
あ
る
総
代

会
を
構
成
す
る
の
が
総
代
で
す
。総
代
会
で
事
業
計
画
や

予
算
な
ど
、組
合
運
営
の
方
向

を
決
め
る
重
要
な
役
割
を
担
っ

て
い
ま
す
。

　
３
年
目
と
な
る
各
地
の
総
代

さ
ん
に
、令
和
の
目
標
を
う
か

が
い
ま
し
た
。

の

は

総
代
さ
ん
、

な
ん
で
す
か
？

令
和
目
標

宇都宮市小池町

りんご１．３ｈａ、水稲６．５ｈａ

阿部 律也さん（66歳）

販路を拡大したい！

塩谷町船生

タマネギ２．５ｈａ、そば１１ｈａ

手塚 則夫さん（72歳）

作付面積を二倍にしたい！

那珂川町小川

いちご３１ａ、水稲１．２ｈａ

川上 早春さん（50歳）

情報通信技術に期待！

大田原市蛭田

水稲５．３ｈａ、麦３ｈａ

蜂巣 耕平さん（72歳）

熱意をもって後継者育成！

栃木市田村町

水稲１．９ｈａ、麦１．９ｈａ

日向野 常男さん（67歳）

「ふるさと創生」に取り組みたい！

那須塩原市三本木

水稲５．５ｈａ
餅・饅頭など加工品

三本木 直人さん（62歳）

農地を集約したい！

日光市猪倉

りんどう１０ａ、きゅうり１０ａ

福田 富美男さん（69歳）

「日光リンドウ」をＰＲしたい！

真岡市長田

なす１５ａ、レタス３０ａ

野澤 進さん（72歳）

品質向上・単収ＵＰ！

佐野市高橋町

なし２０ａ、米麦１．２ｈａ

小林 文太郎さん（78歳）

佐野フルーツラインを盛り上げたい！

　
旧
組
合
時
代
か
ら
、理
事
、総
代
、基
礎
組

織
役
員
な
ど
を
３０
年
以
上
勤
め
て
い
ま
す
。

　
な
す
を
出
荷
し
て
い
る
Ｊ
Ａ
は
が
野
の
今

年
度
目
標
は
７
ｔ
／
１０
ａ
で
す
が
、我
が
家

は
１０
ｔ
／
１０
ａ
の
収
量
が
あ
り
ま
す
。

　
収
量
を
キ
ー
プ
し
、品
質
向
上
と
単
収
上

昇
を
目
指
し
ま
す
。

　
鶏
糞
や
大
豆
粕
な
ど
の
有
機
肥
料
を
使
用

し
、安
心
・
安
全
な
な
し
を
栽
培
し
て
い
ま
す
。

　
吾
妻
地
区
で
は
、な
し
や
も
も
な
ど
の
果

樹
栽
培
が
盛
ん
で
す
。直
売
所
が
立
ち
並
ぶ

「
佐
野
フ
ル
ー
ツ
ラ
イ
ン
」は
観
光
の
目
玉
に

も
な
っ
て
い
ま
す
。後
継
者
不
足
や
栽
培
戸

数
の
減
少
な
ど
に
負
け
ず
、地
域
の
一
員
と

し
て
産
地
づ
く
り
に
貢
献
し
た
い
で
す
。

　
平
成
は
父
か
ら
受
け
継
い
だ
園
地
を
二
倍

に
し
、長
男
も
後
継
者
と
し
て
一
人
前
に
な
っ

た
時
代
で
し
た
。

　
す
で
に
経
営
移
譲
を
始
め
て
い
ま
す
。一

農
家
と
し
て
息
子
を
支
え
な
が
ら
、よ
り
高

品
質
な
り
ん
ご
の
栽
培
と
、販
路
の
拡
大
を

目
指
す
予
定
で
す
。

　
農
家
・
非
農
家
で
構
成
さ
れ
る「
三
本
木

環
境
を
守
る
会
」会
長
と
し
て
、農
道
・
排
水

な
ど
の
維
持
管
理
を
し
て
い
ま
す
。

　
我
が
家
で
は
ナ
ス
ヒ
カ
リ
を
栽
培
す
る
ほ

場
が
１０
〜
２０
か
所
に
点
在
し
て
い
ま
す
。半

分
は
整
備
さ
れ
て
い
ま
す
が
、令
和
の
時
代

に
も
う
半
分
を
集
約
し
て
い
き
た
い
と
思
っ

て
い
ま
す
。

　
日
光
市
農
政
対
策
協
議
会
の
委
員
を
し

て
い
ま
す
。協
議
会
で
は
、市
の
小
学
校
に
学

校
給
食
と
し
て
農
産
物
を
提
供
す
る
ほ
か
、

農
政
講
演
会
な
ど
も
行
っ
て
い
ま
す
。

　
昨
年
、り
ん
ど
う
が
市
の
特
産
品
に
認
定

さ
れ
ま
し
た
。部
会
が
盛
り
上
が
る
よ
う
、東

京
都
の
市
場
な
ど
で
知
名
度
を
ア
ッ
プ
さ
せ

て
い
き
た
い
で
す
。

　
３３
戸
２０ 

ｈａ
を
受
託
し
、タ
マ
ネ
ギ
、そ
ば
、

水
稲
な
ど
を
作
付
し
て
い
ま
す
。

　
地
域
で
は
船
生
土
地
改
良
区
の
理
事
と

し
て
、農
家
６
３
０
人
が
利
用
す
る
水
路
の

維
持
管
理
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
来
年
は
、長
男
が
二
年
前
に
始
め
た
タ
マ

ネ
ギ
の
面
積
を
二
倍
に
増
や
す
予
定
で
す
。

親
子
二
人
で
頑
張
る
ぞ
！

　
令
和
の
時
代
は
、大
規
模
化
・
グ
ロ
ー
バ
ル

化
が
よ
り
加
速
す
る
の
で
は
な
い
か
と
思
っ

て
い
ま
す
。Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
に
は
、農
業
共
済
制

度
と
収
入
保
険
制
度
の
両
輪
で
、無
保
険
者

が
出
な
い
よ
う
に
農
家
と
密
に
向
き
合
っ
て

欲
し
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
農
業
は
、ふ
る
さ
と
の
環
境
維
持
・
原
風
景

に
直
結
し
て
い
ま
す
。一
農
家
と
し
て
、「
ふ
る

さ
と
創
生
」に
取
り
組
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
小
川
地
区
に
は
防
除
協
議
会
が
あ
り
、水

稲
な
ど
の
防
除
を
無
人
ヘ
リ
で
行
っ
て
い
ま

す
。中
山
間
地
で
す
の
で
、ス
マ
ー
ト
農
業
の

発
展
に
伴
い
ド
ロ
ー
ン
に
代
わ
っ
て
い
く
の
で

は
な
い
か
と
期
待
し
て
い
ま
す
。

　
現
在
一
部
の
ハ
ウ
ス
で
情
報
通
信
技
術
に

よ
る
環
境
制
御
を
実
践
し
て
い
ま
す
。令
和

の
時
代
に
す
べ
て
の
ハ
ウ
ス
に
導
入
で
き
れ

ば
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
令
和
は
、国
際
化
・
自
由
化
に
よ
り
、農
業

に
と
っ
て
は
激
動
の
時
代
に
な
る
と
思
い
ま

す
。そ
ん
な
中
、会
社
勤
め
を
し
て
い
る
長
男

が
、退
職
し
た
ら
農
業
を
継
ぎ
た
い
と
言
っ
て

く
れ
て
い
ま
す
。

　
農
家
は「
百
の
姓（
か
ば
ね
）」と
書
き
、あ

ら
ゆ
る
知
識
が
必
要
と
さ
れ
ま
す
。熱
意
を

も
っ
て
指
導
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
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Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ

と
ち
ぎ
の
髙
田

で
す
。農
家
の
青

色
申
告
に
つ
い
て

優
し
く
解
説
し

て
い
き
ま
す
。

収 入 保 険収 入 保 険

青色申告には
がたくさん！メリット

　
平
成
３１
年
１
月

か
ら
始
ま
っ
た
収

入
保
険
制
度
も
、

青
色
申
告
を
行
っ

て
い
る
方
が
対
象

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
青
色
申
告
者
で

認
定
農
業
者
、ま

た
は
認
定
新
規
就

農
者
の
方
は
、農

業
者
年
金
制
度
の

政
策
支
援（
保
険

料
の
国
庫
補
助
）

を
受
け
る
対
象
と

な
り
ま
す
。

○
農
業
経
営
者
は
、自
分
の
所
得
と
税
額
を

自
ら
計
算
し
、
納
税
し
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。
申
告
に
は
青
色
申
告
と
白
色
申
告

が
あ
り
ま
す
。

○
青
色
申
告
者
は
、簡
易
簿
記
か
複
式
簿
記

の
ど
ち
ら
か
を
記
帳
し
、
決
算
書
類
や
請

求
書
・
領
収
書
な
ど
の
書
類
を
保
存
す
る

義
務（
５
〜
７
年
）

が
あ
り
ま
す
。

○
白
色
申
告
者
も
、平

成
26
年
分
か
ら
帳

簿
を
備
え
付
け
、収

入
や
必
要
経
費
に
つ

い
て
記
帳
し
、
請
求

書
・
領
収
書
な
ど
の

書
類
を
保
存（
５
〜

７
年
）す
る
こ
と
と

な
っ
て
い
ま
す
。

青
色
も
白
色
も
、

記
帳
や
書
類
の

保
存
義
務
は

同
じ
な
ん
だ
ね

青
色
申
告

は
じ
め
て
み
ま
し
ょ
う

ＮＯＳＡＩとちぎ
収入保険課
髙田 武

❶
青
色
申
告
特
別
控
除

　複
式
簿
記
を
記
帳
し
、
貸
借
対
照
表
や

損
益
計
算
書
を
確
定
申
告
書
に
添
付
し
た

場
合
は
最
高
65
万
円
を
、
簡
易
簿
記
を
記

帳
し
た
場
合
は
最
高
10
万
円
を
控
除
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

❸
減
価
償
却
費
の
特
例

　通
常
の
減
価
償
却
費
に
加
え
、取
得
価
額

の一定
割
合
を
償
却
す
る
特
別
償
却
費
や
、

農
業
経
営
基
盤
強
化
準
備
金
な
ど
の
税
制

特
例
制
度
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

❷
青
色
事
業
専
従
者
給
与
の

　
必
要
経
費
算
入

　青
色
申
告
で
は
、
支
払
っ
た
給
与
が
適

正
で
あ
れ
ば
、
全
額
必
要
経
費
に
算
入
で

き
、
節
税
に
も
な
り
ま
す
。
経
営
を
支
え

る
個
人
の
地
位
・

役
割
が
明
確
に
な

り
、
農
業
が
女
性

や
後
継
者
に
と
っ

て
魅
力
と
や
り
が

い
の
あ
る
職
業
と

な
り
ま
す
。

❹
純
損
失
の
繰
越
控
除

　青
色
申
告
で
は
、農
業
所
得
が
赤
字（
損

失
）の
場
合
、他
の
所
得
と
損
益
通
算
し
、そ

れ
で
も
控
除
し
き
れ
な
い
金
額（
純
損
失
の

金
額
）が
あ
る
時
は
、翌
年
以
降
３
年
間
に

渡
り
繰
越
控
除
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

去年の所得は
１００万円だったけど、
複式簿記で青色申告を
しているから、

１００‒６５＝３５万円が
課税の対象になるんだな

お
得
ね
！

今年は台風で赤字だ。
でも３年間は繰り越せるから

何とかなるかな

１０万円から３０万円未満の
農機具などの取得価額全額が、
必要経費に算入できます。

回1第
○
保
険
期
間
の
収
入
が
、基
準
収
入
の

９
割
を
下
回
っ
た
場
合
に
、下
回
っ
た

額
の
９
割
を
上
限
と
し
て
補
て
ん
し

ま
す
。（
最
大
の
補
償
を
選
択
し
た

場
合
）

○
農
業
者
は
、保
険
料・積
立
金
を
支

払
って
加
入
し
ま
す
。（
任
意
加
入
）

　す
べ
て
の
農
産
物
を
対
象
に
、自
然
災
害
に
よ
る
収
量
減
少
や
価
格
低
下

を
は
じ
め
、農
業
者
の
経
営
努
力
で
は
避
け
ら
れ
な
い
収
入
減
少
を
広
く

補
償
し
ま
す
。

し
て
み
ま
し
ょ
う

収
入
保
険
制
度
っ
て

ど
ん
な
仕
組
み
？

補
て
ん
の
仕
組
み

○
農
業
者
が
自
ら
生
産
し
た
農
産
物
の
販
売
収
入
全
体

を
対
象
と
し
ま
す
。

対
象
と
な
る
収
入

○
青
色
申
告
を
行
って
い
る
農
業
者（
個
人・法
人
）が
対

象
で
す
。

加
入
対
象
者

継続加入の方 初めて加入する方

　
過
去
４
年
分（
平
成
２７
年
〜
平
成

３０
年
）の
青
色
決
算
申
告
書（
農
業
所

得
用
）を
ご
用
意
く
だ
さ
い
。　

　
職
員
が
お
伺
い
し
、基
準
収
入
金

額
や
積
立
金・保
険
料
等
の
試
算
を
い

た
し
ま
す
。　

※

４
年
分
の
実
績
が
な
く
て
も
、平
成

３０
年
に
青
色
申
告
を
行
って
い
れ
ば

加
入
で
き
ま
す
。

　
１１
月
末
頃
ま
で
に
職
員
が
お
伺
い

し
、継
続
の
手
続
き
を
い
た
し
ま
す
。

　
営
農
計
画
を
も
と
に
、基
準
生
産

金
額
や
積
立
金
・
保
険
料
等
の
概
算

を
計
算
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

ご準備いただくもの

　
個
人
事
業
主
の
方
は
、令
和
２
年
１
月
１
日
補

償
開
始
の
収
入
保
険
制
度
の
加
入
受
付
が
は
じ

ま
り
ま
す
。

令和2年の栽培予定
（営農計画）

確定書Ｂ第一表
（平成27年～平成30年分）

青色申告決算書（農業所得用）
（平成27年～平成30年分）

令和2年の栽培予定（営農計画）

雑収入の内訳が分かるもの

ハチミツ

お
さ
ら
い

収
入
減
少

基準収入
当年収入

保険金
積立金
自己責任

農業者ごとの
過去5年間の収入

過去5年間の
平均

100％

支払率上限９割

90％
80％
70％

収入保険制度のイメージ（30％収入減の場合）

ま
ず
は
支
所
に
お
電
話
く
だ
さ
い
！

シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
い
た
し
ま
す
！
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園芸施設共済園芸施設共済

台風の前には対策を！ タイムリーな気象情報を入手！被害を受けてしまった時は…

　登録すると、お住まいの地域が気象災害の発
生しやすい条件になったときに、注意喚起のメー
ルが送られてくるサービスがあります。
　県が運営しているので安心です。積極的に活
用しましょう！

　ハウスの点検・補強方法
を、渡辺パイプ株式会社栃木
サービスセンターの藤井信也
所長にご紹介して頂きます！

　速やかにお近くの支所にご連絡ください。職員
が損害評価に伺います。

　6月以降の引受から、農林水産省が定めた耐用
年数の2.5倍以上を経過したハウスは、加入者の
希望により加入対象から除外できるようになりま
した。

※④⑤は共済価額が当該金額を超える施設のみ選択す
ることができます。

　
昨
年
は
、台
風
21
号・24
号
に
よ
り
、本
県
の
園
芸
施
設

共
済
加
入
者
だ
け
で
、２
４
０
０
棟
あ
ま
り
の
ハ
ウ
ス
が

被
害
を
受
け
ま
し
た
。

　
本
格
的
な
台
風
シ
ー
ズ
ン
が
来
る
前
に
、台
風
対
策
を

考
え
ま
し
ょ
う
！

台
風
へ
の
備
え
は

で
き
て
い
ま
す
か
？

❶3万円（共済価額の20分の1に相当する金額が
　3万円に満たないときは相当する金額）
❷10万円 
❸20万円 
❹50万円（新設） 
❺100万円（新設）

　台風等により被害が多発した場合、職員の確認
が遅れてしまうことがあります。
　職員の確認前に修繕等を行う場合
は、次の対応をお願いします。

　農作物に影響が出そうな気象条件のとき、技
術対策が通知されます。

❶被害を受けた
　被覆材を保存
　してください

❶筋交いで強度UP!

❷被害状況が
　分かる写真を
　複数枚撮影
　してください

お手数をおかけしますが、
適正な損害評価を

実施するためご協力ください！

とちぎ農業防災メール□ パイプの地際に錆や腐食はありませんか？
　 →強度が落ちている場合があります。
□ パッカー・スプリングの緩みはありませんか？
　 →隙間から風が吹き込むことがあります。
□ 被覆材をメーカーの耐用年数より長く使用して
　 いませんか？
　 →耐風性が低下している可能性があります。

すぐにできる点検ポイント

送信元：mailmag@mag2tegami.com

〈ガラケー用〉 〈スマホ用〉

　気象災害が発生しそうなとき、各気象情報・注意
報・警報等が発生した際に情報が通知されます。

栃木県防災メール

送信元：bousaimail-info@bousai-tochigi.jp

小損害不填補基準金額に、
50万円、100万円のコースが

新設されました

　9月以降の引受から、小損害不填補基準金額
を以下から選べるようになります。

耐用年数の2.5倍以上経過した
ハウスを、一括加入から除外できる

ようになりました

〈空メール送信〉

ち  ぎわ

坪当たり：約５８０円

❸補強杭で
　吹き上がり防止！
坪当たり：約９４０円

❷補強金具で側面の
　風を防ぐ！
坪当たり：約７４０円

耐用年数を2.5倍過ぎているから、
この２棟は除けるようになったんだな

雷が近づいて
います！

設定して
あげるね！

掛金を抑えて
大被害の時に
しっかり補償を
受けたいな

小さい被害でも
その都度補償して
ほしいわ！
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農 作 物 共 済

え
っ
！？

刈ってみたら思って
いたより少ないな。
被害申告するよ

321- ◯×

321- ◯×のほ場を

被害申告しよう…

あれ、違う！！

321- ×◯

水
陸
稲
共
済
の
引
受
内
容
を

ご
確
認
く
だ
さ
い

平
成
31
年
産（
令
和
元
年
産
）

水
陸
稲
の
損
害
評
価
が
始
ま
り
ま
す

　被
害
申
告
の
際
、耕
地
の
申
告
漏
れ
や
申
告
違
い
に
よ

る
引
受
内
容
の
変
更
が
近
年
多
発
し
て
い
ま
す
。正
し
く

引
受
け
が
さ
れ
て
い
な
い
場
合
、共
済
金
の
支
払
い
が
免
責

さ
れ
る
場
合
が
ご
ざ
い
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

今一度ご自身の営農計画書と水陸稲共済・
耕地等情報確認書を確認してください

記入して提出
してくださいね 被害があったんだよ…

❶支所ごとに損害評価の日
程が決められていますの
で、刈取予定日及びほ場
の被害状況などを考慮し
て、被害申告期日までに
損害評価員等を通じて支
所に被害申告をしてくだ
さい。

❷損害通知書兼野帳に災害
の種類と発生年月日を記
入し、名前の後ろに押印
のうえ損害評価員等に提
出してください。
立札は損害評価前日まで
に道路から見やすい場所
に立て、刈取りが終わるま
で外さないでください。

❸刈取りを終えたほ場は損
害評価ができません。必
ず刈取り前に被害申告を
お願いします。

分かりやすい
ところに立てる

押印 キリトリ

被害申告をする際のポイント

損
害
評
価
員
な
ど

記入

　８
月
下
旬
よ
り
、水
陸
稲
共
済
の
損
害
評
価
が
始
ま

り
ま
す
。

　共
済
金
の
支
払
い
対
象
と
な
る
の
は
、風
水
害・干
害・

冷
害・雪
害・そ
の
他
気
象
上
の
原
因
に
よ
る
災
害・火

災・病
虫
害・鳥
獣
害
で
す
。

　稲
の
生
育
状
況
や
被
害
の
発
生
状
況
を
ご
確
認
の
う

え
、被
害
が
見
込
ま
れ
る
場
合
は
必
ず
収
穫
す
る
前
に

被
害
申
告
を
し
て
く
だ
さ
い
。

野 帳

１．職種および採用人数
一般総合職…若干名　　獣医師職……若干名

６．採用試験の時間及び内容

7．勤務地および主な業務内容
一般総合職・獣医師職…本所・支所勤務。農業保険法に
　　　　　　　　　　 基づく政策保険制度の運営業務。

8．その他
不明な点は栃木県農業共済組合総務部総務課
（阿久津、渡辺）までお問い合わせください。

５．採用試験の日時・場所
（１）試験期日 第１次試験 令和元年１０月１０日（木曜日）

第２次試験 令和元年１０月２４日（木曜日）
（２）試験会場 宇都宮市下平出町前表３１９番地１

栃木県農業共済組合　本所

栃木県農業共済組合 新規採用職員 募集案内

試験区分 試験科目
及び時間 試験の内容

教養試験
９：３０～１１：００

論文試験
１１：１０～１２：００

第２次試験
令和元年
１０月２4日

面接試験
９：００ 開始

一般知識および教養筆
記試験

表現力、論理性、判断力
等について８００字程度の
記述式試験

第１次試験通過者を対象
に、人柄等について個別
面接法による試験

履歴書は https://www.nosai-tochigi.or.jp/ よりダウンロードください。

３．応募手続
①ＮＯＳＡＩとちぎホームページに掲載の履歴書
　（最近３ヶ月以内の顔写真貼付）
②卒業証明書（卒業見込証明書） ③成績証明書

郵送の場合は令和元年９月３０日消印有効。
持参の場合は本所・支所を窓口とし、
午前８時３０分から午後５時まで（土日祝日を除く）。

４．応募受付期間
令和元年５月１日から令和元年９月３０日まで

第１次試験
令和元年
１０月１0日（ ）

（ ）

　NOSAIでは、法令遵守の観点から不祥事の未然防止と引受事務の適正化を図るため、掛金等の納入については口座振
替による納入をお願いしています。
　口座振替を利用されますと、支所や金融機関に出向く必要がなく、自動的に掛金等が振り替えられるので、納め忘れもなく便
利です。口座振替の申込みは簡単な手続きで済みますので、最寄りの支所までお問い合わせください。

口座振替のお願い

　領収書は原則的に発行しておりません。ご入用の際は個別
に支所までご連絡ください。

口座振替で掛金を納入された方へ
　架空引受防止のため、後日「確認通知書」が郵送されます。
お手数ですが、ご記入の上支所までご返信ください。

現金で掛金を納入された方へ

２．応募資格
一般総合職…平成６年４月２日から平成１４年４月１日までに生まれた方。
獣医師職……平成４年４月２日以降に生まれた方。
　　　　　　令和２年３月３１日までに獣医師免許および
　　　　　　普通自動車運転免許取得者または取得見込みの者。
一般総合職、獣医師職ともに県内に現住所を有する者または採用
後に県内へ転居する者で、地方公務員法に規定する欠格条項に該
当する方は除く。

●防除協議会等への無人ヘリの農薬散布料補助…１ｈａあたり５００円
●獣害防止のための施策導入補助…経費の１/３または１０ａあたり５,０００円の少ない額
●家畜事故の未然防止と疾病予防を目的として、各種の体質強化対策及び畜舎衛生対策を行っています。

ＮＯＳＡＩとちぎでは、損害防止事業として、
以下の補助を行っています。

詳しくはお近くの支所に
お問い合わせください。
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２
０
１
８
年
に
就
農
し
、夫
婦
で

と
ち
お
と
め
を
栽
培
し
て
い
ま
す
。

　
就
農
の
き
っ
か
け
は
結
婚
で

す
。夫
の
家
で
は
と
ち
お
と
め・ス

カ
イ
ベ
リ
ー
な
ど
を
栽
培
し
て
お

り
、結
婚
前
か
ら
繁
忙
期
な
ど
に

お
手
伝
い
を
し
て
い
ま
し
た
。

　
夫
婦
で
就
農
す
る
に
あ
た
り
、

親
に
頼
ら
ず
、自
分
た
ち
で
真
剣

に
い
ち
ご
と
向
き
合
い
た
い
と
思

い
、経
営
を
分
け
、ハ
ウ
ス
二
棟
も一

か
ら
建
設
し
ま
し
た
。

　
ま
だ
ま
だ
新
米
の
私
で
す
が
、

い
く
つ
か「
こ
う
な
れ
ば
い
い
な
」

と
い
う
理
想
が
あ
り
ま
す
。

　
ま
ず
、現
在
換
気
の
み
で
導
入

し
て
い
る
ハ
ウ
ス
内
の
環
境
制
御

を
、温
度
、湿
度
、日
射
量
、二
酸

化
炭
素
濃
度
な
ど
に
拡
大
し
、自

動
シ
ス
テ
ム
化
し
た
い
で
す
。長
年

の
勘
や
経
験
が
な
く
て
も
栽
培
が

で
き
、少
し
敷
居
が
下
が
る
の
で

は
と
思
い
ま
す
。

　
次
に
、自
動
ラ
ッ
プ
機
を
導
入

し
、現
在
時
間
を
費
や
し
て
い
る

パ
ッ
ク
詰
め
を
時
短
化
し
た
い
で

す
。機
械
に
任
せ
ら
れ
る
と
こ
ろ

は
機
械
に
任
せ
、空
い
た
時
間
に

収
穫
や
病
害
虫
駆
除
の
技
術
を

向
上
さ
せ
た
い
で
す
。

　
フ
ァ
ー
ム
の
特
色
を
出
す
た
め
、

ネ
ッ
ト
販
売
な
ど
も
視
野
に
入
れ

て
お
り
、ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
鋭
意
製

作
中
で
す
。イ
ン
ス
タ
グ
ラ
ム
に
も

ペ
ー
ジ
を
開
設
し
ま
し
た
。

　
幼
い
頃
か
ら
自
営
業
に
憧
れ
が

あ
り
ま
し
た
。自
分
た
ち
の
頑
張

り
に
よ
っ
て
良
く
も
悪
く
も
な
る

点
が
農
業
の
面
白
い
と
こ
ろ
だ
と

感
じ
て
い
ま
す
。

　
ま
だ
子
供
は
い
ま
せ
ん
が
、い

ず
れ
は
妊
娠・出
産・子
育
て
を
す

る
時
が
来
る
と
思
い
ま
す
。農
業

に
は
、そ
ん
な
時
で
も
誇
り
と
や

り
が
い
を
も
っ
て
働
き
続
け
ら
れ

る
職
業
で
あ
って
欲
し
い
で
す
ね
。

就農１年目、二人三脚でいちご栽培始めました！

茂
木
町
小
山

鈴
木
イ
チ
ゴ
フ
ァ
ー
ム

鈴
木 

茜
さ
ん

インスタグラム、
見てくださいね！

食 卓 に も う 一 品

●８枚切りの食パン････････････ ２枚

●クリームチーズ･････････････ １０ｇ

●生クリーム･････････････････ ２５ｇ

●キウイ・オレンジ･･･････････ ３切れ

●バナナ･･････････････････ １/2本

●アングレーズソース
　（カスタードソース）･････････ 適量

●フランボワーズソース･･･････ 適量

生クリームとクリームチーズを使った、ビタミンいっぱいの甘すぎないサンドイッチです。
お好みの果物や野菜を乗せて、 　　　   

 材料（１人分）

　喜連川市で、地元産の野菜や果物を使っ
たサンドイッチと、ハンドドリップコーヒーを
提供しています。看板メニューの喜連川サン
ドは、プレミアムヤシオマスとナスの漬物が
アクセントになっているご当地サンドです。

ＨＡＹＡＫＩＫＡＺＥ café

住所：さくら市喜連川4410　電話：028-666-8233
営業時間：10：00～18：00（木曜のみ11：00～17：00）日曜定休

総務部・ＣＡＦＥ部門統括 石川 美紀さん
ＣＡＦＥスタッフ 鈴木 優希さん

季節のフルーツサンド

鈴木 優希さん

食パンのA～D部分にクリー
ムチーズを塗る。A～C部分
に、クリームチーズと重ねる
ように生クリームを塗る。（D
部分はクリームチーズのみ）

1
果物をカットし、食パンの上
にきれいに並べる。

2

作 り 方

3
耳をカットし、４等分にする。
Dは対角線で切り、三角サン
ドにする。アングレーズソー
スやフランボワーズソース
で彩りを添えて完成！

耳を落とす度にふきんで
包丁を拭うと生クリーム
が果物に付かずきれいに
カットできます。三角サン
ドは、四辺を指で押さえな
がら切るときれいに切れ
ますよ。

ポイント

クリーム
チーズ
のみ

C D

A B

クリームチーズ
＋

生クリーム
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サポーター
 NOSAI

おせわになってます！

日頃、組合
員の皆さん

と

NOSAIの
懸け橋とし

て

活躍されて
いる役員さ

ん

に話をうか
がいました

。

上三川町川中子

谷田部 仁さん（67歳）
 や   た   べ    じん

3

大田原市南方

菊地 孝夫さん（70歳）

2

きく  ち　 たか  お
小山市間中

椎名 正さん（65歳）

1

      しい  な　ただし

A

里彩ちゃん（11歳）中央
　　　　　 　り   さ
咲希ちゃん（9歳）左  周くん（6歳）右
     さ    き　  　　　　　　    いたる

前号の答え・ウ

ヒントを参考におじいちゃんと
お孫さんの正しい組み合わせを

下の解答群ア・イ・ウから選んでください。

応

募

方

法

解

答

群

　
正
解
者
の
中
か
ら
抽
選
で
９
名

の
方
に
、９
ペ
ー
ジ
で
ご
紹
介
し
た
三

本
木
直
人
さ
ん
の
加
工
品（
ま
ん

じ
ゅ
う
、餅
セッ
ト
）を
プ
レ
ゼ
ン
ト
！

ア
①ｰ

Ⓒ
、②ｰ

Ⓑ
、③ｰ
Ⓐ

イ
①ｰ

Ⓑ
、②ｰ

Ⓐ
、③ｰ

Ⓒ

ウ
①ｰ

Ⓐ
、②ｰ

Ⓑ
、③ｰ

Ⓒ

62 3 21 090 3
栃
木
県
農
業
共
済
組
合

　
　
　
　企
画
情
報
課 

行

宇
都
宮
市
下
平
出
町
前
表
319-1

答え

●ご住所
●氏名
●年齢
●電話番号
●広報紙の感想や
　イラストなど

しめきり 令和元年9月30日 当日消印有効

●
花
に
囲
ま
れ
た
生
活
、羨
ま
し

い
限
り
で
す
。ご
苦
労
も
あ
る
か
と

思
い
ま
す
が
、今
後
も
綺
麗
な
花

を
届
け
て
下
さ
い
。

 

〔
宇
都
宮
市
今
里
町
　女
性
〕

●
米
農
家
で
す
。農
作
業
中
の
事

故
を
起
こ
さ
な
い
た
め
に
も
、農

機
具
共
済
に
は
必
ず
加
入
し
て
い

ま
す
。 〔
鹿
沼
市
口
粟
野
　男
性
〕

●
フ
ラ
ワ
ー
生
春
巻
、い
ろ
ど
り

が
綺
麗
で
す
ね
。細
か
に
説
明
が

あ
り
分
か
り
や
す
く
て
良
か
っ
た

で
す
。 

〔
茂
木
町
塩
田
　女
性
〕

●
花
を
見
る
と
優
し
く
な
れ
ま
す

ね
。県
内
の
花
ス
ポ
ッ
ト
を
見
な

が
ら
、出
か
け
て
み
よ
う
と
思
い

ま
す
。 〔
矢
板
市
上
太
田
　女
性
〕

●
収
入
保
険
制
度
、今
年
は
加
入

を
見
送
り
ま
し
た
が
、職
員
が
自

宅
に
来
て
く
れ
、熱
心
に
説
明
を
受

け
ま
し
た
。引
き
続
き
検
討
し
て
み

ま
す
。 〔
大
田
原
市
片
田
　男
性
〕

●「
お
か
ず
を一品
減
ら
し
て
も
花

が
あ
れ
ば
い
良
い
」花
好
き
の
私
と

同
じ
よ
う
な
方
が
大
勢
い
る
と
思

わ
れ
ま
す
。美
し
い
花
の
背
景
に
あ

る
も
の
が
見
え
た
気
が
し
ま
し
た
。 

 

〔
那
須
町
大
島
　女
性
〕

●
刑
部
郊
舟
さ
ん
の
記
事
を
見

て
、花
が
好
き
で
華
道
を
し
て
い
た

の
を
思
い
出
し
ま
し
た
。懐
か
し
い

思
い
出
で
す
。

 

〔
那
須
烏
山
市
大
沢
　女
性
〕

●
農
機
具
が
ひ
っ
く
り
返
って
い
る

写
真
を
見
て
自
分
も
気
を
つ
け
な

け
れ
ば
と
思
い
ま
し
た
。油
断
は
禁

物
で
す
ね
。 〔
下
野
市
紫
　男
性
〕

●
時
々
、ト
ル
コ
ギ
キ
ョ
ウ
を
買
い

ま
す
。地
元
の
今
泉
さ
ん
の
ト
ル
コ

ギ
キ
ョ
ウ
か
も
知
れ
ま
せ
ん
ね
。

 

〔
足
利
市
板
倉
町
　男
性
〕

の

みん

声
な

目元がそっくりです

玖生也くん（4歳）左 菖斗くん（6歳）右
く    う    や             　　　あや  

と

B

立くん（2歳）左 平くん（4歳）右
　    りつ　　　　　     たいら

C 農機具が大好き！
近くに思川があるよ！

※当選は発送をもって代えさせて頂きます。

水稲7.３ｈａ、ビール麦４.８ｈａ

よし   はら　 もり   ひろ

し   く うち

共済部長・損害評価員歴計11年

ひら  やま     ひろ  ゆき

共済部長・損害評価員3年

那須町菱喰内  平山 博之さん（53歳）トラクターも自分で整備

水稲５０ａ、花き鉢植え栽培５００坪

　
い
つ
大
災
害
が
あ
る
か
分
か
り
ま
せ
ん
の
で
、

緊
急
時
に
も
ス
ム
ー
ズ
に
損
害
評
価
員・職
員

間
の
連
携
が
取
れ
る
体
制
を
普
段
か
ら
構
築
し

て
欲
し
い
と
思
い
ま
す
。

　
菱
喰
内
地
区
は
水
稲
や
麦
の
栽
培
が
盛
ん

で
す
。麦
は
天
候
に
左
右
さ
れ
や
す
い
の
で
、地

区
の
ほ
場
を
把
握
し
、災
害
が
な
い
か
確
認
す

る
よ
う
心
が
け
て
い
ま
す
。

　
幸
い
に
も
大
災
害
に
よ
る
損
害
評
価
の
経
験

は
あ
り
ま
せ
ん
。令
和
も
災
害
の
な
い
時
代
で

あ
って
も
ら
い
た
い
で
す
ね
。

Q
農
業
を
す
る
上
で

取
り
組
ん
で
い
る
こ
と
は
何
で
す
か
？

Q
評
価
員
と
し
て
記
憶
に

残
っ
て
い
る
こ
と
は
何
で
す
か
？

Q
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
に
対
す
る

要
望
は
あ
り
ま
す
か
？

　
集
落
に
は「
水
路
管
理
組
合
」と
い
う
組
織

が
あ
り
、集
落
の
農
家
か
ら
徴
収
し
た
賦
課
金

と
自
治
会
か
ら
の
補
助
金
な
ど
を
元
に
、Ｕ
字

溝
の
設
置
や
修
繕
を
し
て
い
ま
す
。業
者
任
せ

に
す
る
の
で
は
な
く
、自
分
達
で
出
来
る
事
は

自
分
達
で
行
って
い
ま
す
。

　
若
い
頃
か
ら
、ト
ラ
ク
タ
ー
な
ど
の
機
械
作

業
が
好
き
で
し
た
。オ
イ
ル
シ
ー
ル
の
交
換
や

ロ
ー
タ
リ
ー
の
整
備
な
ど
、出
来
る
限
り
自
分

で
行
って
い
ま
す
。

Q
経
営
内
容
を
教
え
て
く
だ
さ
い

Q
地
域
の
自
慢
を
教
え
て
く
だ
さ
い

　
５
年
前
ま
で
は
主
に
シ
ク
ラ
メ
ン
な
ど
を
栽

培
し
て
い
ま
し
た
が
、時
代
の
変
化
に
合
わ
せ
、

現
在
は
冬
に
ポ
イ
ン
セ
チ
ア
、春
か
ら
夏
に
か
け

て
は
ゼ
ラ
ニ
ウ
ム
と
ニュ
ー
ギ
ニ
ア
イ
ン
パ
チ
ェン

ス
を
メ
イ
ン
に
栽
培
し
て
い
ま
す
。

　
平
成
15
年
の
冷
害
で
す
。こ
の
地
域
で
も
多

く
の
被
害
申
告
が
あ
り
、一日
中
損
害
評
価
を

し
て
い
た
記
憶
が
あ
り
ま
す
。大
き
な
被
害
で

し
た
の
で
、損
害
評
価
員
の
責
務
と
し
て一生
懸

命
評
価
を
し
ま
し
た
。

地域で協力しＵ字溝設置！きちさわ
日光市吉沢  吉原 守宏さん（63歳）

Q
評
価
員
と
し
て
記
憶
に

残
っ
て
い
る
こ
と
は
何
で
す
か
？

せ！お
孫ち
ゃま

を

ま
ご
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川上 早春さん
那珂川町小川
趣味は料理です。
家族に振る舞っています。

阿部 律也さん
宇都宮市小池町
タイやサイパンなどを旅行するのが趣味です。
写真の品はタイの大使館から頂いたもの。

三本木 直人さん
那須塩原市三本木
オモチャを集めています。
中にはプレミアがつくものもありますよ。

日向野 常男さん
栃木市田村町
家庭菜園で１０～２０種の野菜を
作っています。
なしの「きらり」も３本ありますよ。

福田 富美男さん
日光市猪倉
妻と神社・仏閣を巡るのが好きです。
御朱印帳は５冊目になりました。

蜂巣 耕平さん
大田原市蛭田
そばを８ｈａ栽培し、
そば打ち歴は52年になります。

手塚 則夫さん
塩谷町船生
ドローンを購入しました。
地区の農薬散布も受託しますよ。

野澤 進さん
真岡市長田
お囃子の保存会会長をしています。
市の夏祭りや長田地区の祭りなど、
祭りが大好き。

小林 文太郎さん
佐野市高橋町
趣味は狩猟。冬場にシカやイノシシ、
キジなどを駆除します。

さんぼんぎ　なお と あ  べ　りつ  やかわかみ そうしゅん

 ひ  が  の　つね お はち す　こうへい の ざわすすむ

ふく だ　 ふ  み  お て つか　のり  お こばやし ぶん た  ろう

TEL.028-683-5531　
http

://w
w
w
.no
sai-to

chigi.o
r.jp

/
栃
木
県
農
業
共
済
組
合
　
〒
321-0903 栃

木
県
宇
都
宮
市
下
平
出
町
前
表
319-1

発行
N
o.10  2019.7

　「NOSAIとちぎNo.10」の編集も無事終わりま
した。総代の皆さん、総代会では真剣に議論して
いただき、ありがとうございました。
　５ページの基本方針に掲げた通り、NOSAIで
は、職員の経営改善アドバイザーとしての知識を
より豊かにするため、全職員を対象とした青色申
告制度と農業簿
記の研修会など
を実施していま
す。難しいけれど
頑張ります！

編 集 後 記

上三川町

宇都宮市

鹿沼市

さくら市

高根沢町

芳賀町市貝町
茂木町

那須烏山市

那珂川町

那須町

大田原市

矢板市
塩谷町日光市

益子町

真岡市

下野市

壬生町栃木市

小山市

野木町

佐野市

足利市

那須塩原市

那須中央支所
℡.0287-23-1633㈹

塩 谷 支 所
℡.028-682-8491㈹

上 都 賀 支 所
℡.0289-65-3251㈹

安 足 支 所
℡.0283-22-1597㈹ 県 南 支 所

℡.0285-23-7771㈹

芳 賀 支 所
℡.0285-84-1151㈹

河 宇 支 所
℡.028-660-7300㈹

那 須 南 支 所
℡.0287-84-1711

那 須 北 支 所
℡.0287-64-3663㈹

本 所
℡.028-683-5531㈹

人、土、みらい

「総代会特集」

特集

夏号
No.10

「総代会特集」

特集

夏号
No.10




